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（目的） 

近年，日本の産業廃棄物・副産物は経済発展や自然災害により，年々，増加傾向

にある．本研究では，複合リサイクル材料を用いたコンクリートの自己治癒性能を

検討する目的として，併せて強度特性と収縮特性，内部構造に関する検討も行った． 
 

 

（概要） 

近年，日本の産業廃棄物・副産物は経済発展や自然災害により年々増加傾向にあ

る．令和1年度において最終処分場の残余容量が15397万m3で前年度と比較して約

468万m3減少している．また，残余年数は前年17.4年であったのに対し，令和1年度

は16.8年と依然として厳しい状況にある1)．そのため，残余容量や残余年数を改善す

る必要がある．したがって，持続可能な循環型社会を形成するために，これらの産

業廃棄物・副産物のリサイクルの促進・拡大を図る必要がある． 
本研究では，産業廃棄物・副産物をエトリンガイトが生成されるように合理的に

配合した複合リサイクル材料を添加したコンクリートの自己治癒性能の評価を目的

とする．コンクリ―トの自己治癒の評価および強度特性，膨張・収縮特性を検討し

た．その結果，コンクリート中でエトリンガイトの生成が確認でき，エトリンガイ

トの生成によるコンクリートのひび割れ幅の減少が推察された．さらに，複合リサ

イクル材料の添加率が増加するにつれ強度増進の傾向がみられ，添加率に応じて膨

張・収縮緩和の効果があることが示された． 


